



FUNCTION OF NOH PERFORMERS IN RURAL CLANS 
With particular reference to the records of Noh performances 
of the Iwakuni and Hagi Clans in the early Edo period. 
樹下文隆＊
In the Edo period, Noh flourished as the oficial ceremonial theater of the 
Bakufu. and many Noh performers served the Bakufu and various Daimyo. 
From the Muromachi period Noh was incorporated into the opening chants 
of Bakufu New Year ceremonies. theaters and banquets. Since many of the 
Daimyo modelled their ceremonies on those of the Bakufu. they appointed 
actors or trained their own retainers to perform. This continued even under 
the Tokugawa political regime. and the actors who served the Daimyo 
included not only specialized performers connected to the four principal 
troupes and from minor sarugaku troupes. but also pages who were 
appointed after learning Noh with the children of their retainer. 
In the beginning, there may not have been any clear distinction between 
professional actors and actors from the samurai class. However. according 








1668 and 1683, professional actors were forbidden from wearing katana 
under their obi. Thus strict distinctions developed between samurai and 
professional actors. and in each clan Noh came to be, in principle, a 
hereditary and professional vocation. Edo period Noh reached its zenith 
under the fifth shogun Tokugawa Tsunayoshi. Tsunayoshi’s personal 
enthusiasm for Noh can be regarded as the main reason, but at the same 
time. we should also consider the importance of the many Noh actors 
serving the various Daimyo. 
In this paper I will consider these ideas based on the records of the Hagi 
Moori clan and the Iwakuni Kikkawa clan. mentioning several early Edo 
Hagi actors as an introduction to one aspect of early Edo Noh performers. 
In addition. I would like to examine their activities with・ examples of the 
independent training of Noh performers by the Iwakuni and consider the 
extent of the popularization of Noh theater in the rural clans prior to the 























































































































翁 （シテ） （春日）八右衛門 式－：酔（井上）正兵衛
高砂 （シテ）（春日）八右衛門 （ワキ）（斎藤）六左衛門 筋（高村）権之助
小（厳）（豊田）又右衛門 火峨）（木村）九郎左衛門 太（鼓）（藤井）三郎左衛門
すゑひろこり （シテ） （井上）正兵衛
田村 （シテI （鍵屋）藤五郎 （ワキ）（日吉）平兵衛 館（周囲）七兵衛
小（戯）（山崎）次郎四郎 大峨）（松岡）彦右衛門
うつほ猿 （シテ｝（春日）五郎左衛門




張良 （シテ） （春日）八右衛門 （ワキ）（春藤）権七 箇（高村）権之助
小（鼓）（山崎）次郎四郎大（鼓）（小倉）忠左衛門太｛鼓） （野田）弥一郎
つりきつね （シテ） （井上）正兵衛
船弁慶 （シテ）（春日）八右衛門 （ワキ）（斎藤）六左衛門 （箇）（岸田）忠右衛門
小働（豊田）又右衛門 大働（野田）勘兵衛太働（松野）三左衛門
米市 （シテ）（春日）五郎左衛門
藤栄 （シテ）（春日）八右衛門 （ワキ）（春藤）権七 筒（村尾）半右衛門
小｛鼓）（横山）半兵衛 大働 （小倉）忠左衛門 太働 （藤井） 三郎左衛門
なかみつ （シテ）（山本）甚五兵衛
羅生門 （シテ）（春日）八右衛門 （ワキ）（春藤）権七 笛（岸田）忠右衛門
小（鼓）（豊田）又右衛門 大峨）（小倉）忠左衛門 太働（松野）三左衛門
呉服 （シテ）（春日）八右衛門 ｛ワキ）（高畠）九郎右衛門 笛（周回）七兵衛








































































































サンヨリ杜若 筒（河田）一平 小（水谷）理右衛門 k （品！｜｜）権左衛門 よ
（三浦）宗兵衛
小温より清経つれ（筏）六右衛門 箇（進藤）十左衛門 小（名嶋）文十郎 人
（筏）次郎介
一芭蕉 ワキ（森脇）源三郎筒（進藤）惇介小（西村）新六 λ （三須）
吉兵衛
サシより三輪 笛（森下）左兵衛 小新六 大次郎介 太（佐々部）五郎左衛門
番花月 ワキ（亀尾）左兵衛筒一平小利右衛門 大権左衛門
源氏供養 ワキ八左衛門 つれ（熊谷）権八笛惇介小利右衛門 k （財閥）
佐五右衛門








村尾半右衛門は、 5月3日・ 7日・ 11日・ 17日・ 21日・ 23日・ 30日と立て続け
に召し出され、舞方や笛のみならず、尺八まで披露に及んでいます。地方の中
心的な能役者が、さまざまの技芸に通じていたらしいことを示した好資料と申
せましょう。
5月3日『日記J
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今晩、半右衛門舞形可被仰付との御事ニて、暮相参上。舞方有之候。妙源
院様・猶姫様一一一被成御出、御見物被遊候。
番付、羽衣・敦盛・軒端梅・鶴・柏崎・女郎花・龍因。
狂言、築島・柑子物語・業平餅・烏おどし・ほんだハら・大原花見。
5月7日『遊覧j
妙源院様被為入候付、為御曾尺、半右衛門被召出、於竹之問、津嶋笛・海
道下り・小原木なと被聞召候。長熊様被成御出座、初ル。
5月7日『日記J番付
津島笛・立田川漫・大原木・吉野山・まっかせ・獅子踊・大小・はんせう
し・恋原くとき。右終而又、立田川漫・大原木御所望。其後、江口・百万
仕舞御所望ニて終。
5月11日 『遊覧J
半右衛門江、今晩舞形被仰付。妙源院様・猶姫様御出、御見物被遊候。
5月11日『日記』番付
小塩・忠度・井筒・藤戸・山姥・熊坂・錦木・狸々。
狂言、今参り・狸責・里木貰・あく坊・ゆき花・はくろふ・座頭狂言。
5月17日『遊覧j（『日記』では16日）
半右衛門被召出、小耳・鼓・一世切之尺八、被仰付。西村新六江、 一丁鼓
被仰付候。妙源院様被為入、竹之間ニて御聴聞被成候。
5月16日『日記J番付・役者
花かたみ l厳 （西村）新六指（村尾）半右衛門
芦苅役者上ニ同
安宅延年／鮪之 筒（進藤）十左衛門
龍田かわへ・小原木・やすた・津島・吉野山・小六・破すけ笠。以上
右為役者、進藤十左衛門・同惇介・水谷里右衛門・森下左兵衛・河田一
平・西村新六・友都、罷出候。
5月21日『遊覧J
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半右衛門為御見舞罷出候通、被聞召上於御座間、尺八被聞召候。
5月23日『遊覧J
半右衛門今晩仕舞被仰付候。七番有之（以下略）。
東三左衛門・東八三郎義、半右衛門方江参候様ニと、半右衛門より申入候
付、夫々相達候事。
町方江、勘兵衛方江狂言之者差出候様、草野源兵衛江申達候事。
作物之義、米村茂右衛門・平田ノ与三右衛門、半右衛門方遣し、習ハせ候
而調候事。
佐伯半三郎・粟屋平四郎［初而］、両人共入候由、村尾方より様子有之ニ
付而、両人江申鰐候事。
明晩之舞形ニ、ひゃうしゃうかへり・なかし八つかしら・ 二段かへしなと
云習ひ事、仕候由。三須吉兵衛・西村新六・進藤十左衛門・ （笹部）五郎
左（衛門）なと云合せ、舞座之首尾好様ニ仕候へと、四人方惇候付、其段
役者共江申遣候事。
粟屋平四郎は最初地謡で後に小鼓役者となり、東三左衛門・東八三郎は、後の
番組でツレを演じております。村尾半右衛門の指導は、このように立方や作り
物にまで及んでおり、笛以外の役者の取り立てを依頼するなど、岩国の能に深
くかかわっていたようです。
5月23日 『日記J番付
一一・田村・江口制、し八つ頭ひゃうじゃうかへり ・葵上 ・自然居士・舟弁慶・天鼓、右
七番共、番毎脇つれ歴々。
5月晦日『遊覧J
半右衛門江今晩仕舞被仰付候。暮候初ル。御座敷囲知例。御轍子七番有之。
5月晦日『日記』番付
三輪・兼平・湯屋・富士太鼓・百高・項羽・呉服。
6月10日 『日記j（『遊覧J萩座頭蘭都の項とほぼ同内容）
今晩、村尾半右衛門、自萩蘭都座頭、御裏ヘ被召出、尺八・琴・ 三美線、
一168-
被聞召候。
村尾半右衛門は、翌寛文12年にも岩国に一月程滞在し、森下左兵衛・河田一平
に笛の免許を与え、また舞や尺八を披露しております。延宝4年の滞在では、
木賊ゅうり舞・白楽天置鼓・狸々乱・道成寺乱拍子 ・海士二段返し・江口三足
半・関寺小町・定家・獅子など、嚇子方の習い事や秘事の曲を多く演じており
ます。言うまでもなく、これらの習い事の曲を演じるというのは、岩国の役者
たちにそれを伝授するということでもありましょう。
村尾半右衛門の岩国滞在は、単なる吉川家への見舞言上ではなく、 芸能の披
露のみを目的としたものでもありません。彼は弟子たちに笛を指導し、伝書を
相伝するとともに、小書などの習い事のある曲を、笛方に限らず伝授し、シテ
方や作り物師を育成するため、岩国に滞在していたようです。つまり、村尾半
右衛門は岩国藩の能楽コンサルタントとして滞在したのであり、笛の家元にと
どまらず、 一座の大夫と同じような存在であったと言えましょう。村尾半右衛
門の指導により、 岩国にはこれまで確認できなかったシテ方が誕生します。同
様に、萩藩狂言師の春日権之助・石川勝兵衛も何度か岩国に滞在し、また岩国
の弟子を萩に迎えて狂言役者を育成しておりました。勿論、萩の役者が岩国役
者のすべてを育成したわけではありませんが、岩国能楽が萩藩役者の指導のも
とに整備されていったことは疑うまでもありません。
寛文9年頃から始まった吉川家能役者の育成は、徳川綱吉政権の始まる延宝
末年頃にはほぼ達成されていたのです。綱吉時代の狂乱的な能楽ブームの理由
を、従来の研究史は将軍綱吉の性癖にのみ求めてきたように思われます。将軍
の晴好もさることながら、それに答えられるだけの下地が能界にも培われてい
たと言うべきでしょう。各藩で着々と能役者の整備がなされていたことも、能
楽ブームの背景として考慮すべきではないかと私は考えています。
? ?
?
??
? ?
酎識要旨
早稲田大学の竹本幹夫氏から村尾半右衛門の立場についてなどの質問があった。チュ
リー ッヒ大学のクロ ッペンシュテイン氏から、プログラム構成が五番立てになっていな
いことについての質問があり、発表者は番組一番は従来もっと短時間で上演されていた
のではないかと、述べられた。
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